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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコーティング層または第１の一組の層（Ｐ）でコーティングされた基材（Ｓ）を
有する保護対象書類または物品（Ｄ）であって、
　前記保護対象書類または物品（Ｄ）が、少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可能粒
子（Ｆ）を備える第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）を、前記第２のコー
ティング層または第２の一組の層（Ｉ）より狭く印刷される前記第１のコーティング層ま
たは第１の一組の層（Ｐ）の上に有し、
　前記磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）の均一または局所選択的な配向によって前記第
２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）に具現された、磁気配向の模様、画像、
または識別印を有し、
　前記基材が、織られた繊維質基材および織られていない繊維質基材からなる群から選ば
れ、
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも１層が、識別印、線
、ラスター、格子、ロゴ、幾何学模様として、前記第２のコーティング層または第２の一
組の層（Ｉ）との重なり領域における前記磁気配向の模様、画像、または識別印に選択的
に影響するように印刷されることを特徴とする保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項２】
　前記第１のコーティング層または第１の一組の層（Ｐ）が０．３マイクロメートル～５
０マイクロメートルの範囲の厚さを有する請求項１に記載の保護対象書類または物品（Ｄ
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）。
【請求項３】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも最上層（Ｐ）が、イ
ンクジェット印刷、オフセット印刷、フレキソ印刷、グラビア印刷、スクリーン印刷、活
版印刷、デカール印刷、パッドスタンピング、およびローラーコーティングからなる群か
ら選ばれた工程によって付けられる請求項１または２に記載の保護対象書類または物品（
Ｄ）。
【請求項４】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも最上層（Ｐ）が、紫
外線硬化型コーティング組成物、電子ビーム硬化型コーティング組成物、溶媒系コーティ
ング組成物、水性コーティング組成物、酸化重合乾燥型コーティング組成物、ならびに水
性／紫外線硬化型コーティングおよび溶媒系／紫外線硬化型コーティングを含む複合硬化
型コーティング組成物からなる群から選ばれる請求項１～３のいずれか１項に記載の保護
対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項５】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも最上層（Ｐ）が無色
透明のコーティングである請求項１～４のいずれか１項に記載の保護対象書類または物品
（Ｄ）。
【請求項６】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも１層が、コレステリ
ック液晶ポリマー（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｉｃ　ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｐｏｌｙ
ｍｅｒ、ＣＬＣＰ）材料を備えて、視角に依存する色を呈し、所定の波長範囲内の円偏光
成分を反射する請求項１～５のいずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項７】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）が、可溶
性染料および不溶性顔料を含む群から選択された１つ以上の明白な要素を備える請求項１
～６のいずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項８】
　前記顔料が、白色または有色の不透明顔料、金属顔料、真珠光沢顔料、光学的に変化す
る顔料、およびコレステリック液晶ポリマー（ＣＬＣＰ）顔料からなる群から選ばれる請
求項７に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項９】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）が、紫外
発光化合物、可視発光化合物、赤外発光化合物、上方変換発光化合物、赤外吸収化合物、
および磁性化合物からなる群から選ばれた１つ以上の隠れた要素を備える請求項１～８の
うちのいずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１０】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）が、可変
情報印刷方法によって印された、通し番号または個人化情報を担持する請求項１～９のう
ちのいずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１１】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも最上層（Ｐ）が、前
記基材（Ｓ）と前記磁気的に配向された第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ
）との接着を促進するさらなる特性を有する請求項１～１０のうちのいずれか１項に記載
の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１２】
　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の前記磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）が、磁性顔料薄片によって具現される請求項１～１１のうちのいずれか１項に
記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１３】
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　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の前記磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）が、光学的に変化する磁性顔料によって具現される請求項１～１２のうちのい
ずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１４】
　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の前記磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）が、吸収体層／誘電体層／反射磁性層の配列、または吸収体層／誘電体層／反
射体層に磁性層を加えた配列のいずれかを備える薄膜干渉顔料によって具現される請求項
１３に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１５】
　前記第２のコーティング層または前記第２の一組の層の少なくとも１層（Ｉ）が、紫外
発光化合物、可視発光化合物、赤外発光化合物、上方変換化合物、赤外吸収化合物、およ
び磁性化合物からなる群から選ばれた１つ以上の隠れた要素を備える請求項１～１４のう
ちのいずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１６】
　前記磁気配向の模様、画像、または識別印の線幅（ｒ）が、３ミリメートル未満である
請求項１～１５のうちのいずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１７】
　前記保護対象書類または物品が、銀行券、有価書類、本人確認書類、カード、物品税印
紙、ラベル、包装、および商品からなる群のうちの１つである請求項１～１６のうちのい
ずれか１項に記載の保護対象書類または物品（Ｄ）。
【請求項１８】
　請求項１～１７のうちのいずれか１項に記載の保護対象書類または物品を生産する工程
であって、
　ａ）第１のコーティング層または第１の一組の層（Ｐ）を、織られた繊維質基材および
織られていない繊維質基材からなる群から選ばれる基材（Ｓ）の表面の少なくとも一部に
付けるステップであって、前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なく
とも１層が、前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）より狭く、かつ識別
印、線、ラスター、格子、ロゴ、幾何学模様として、前記第２のコーティング層または第
２の一組の層（Ｉ）との重なり領域における前記磁気配向の模様、画像、または識別印に
選択的に影響するように印刷されるステップと、
　ｂ）少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える第２のコーティン
グ層または第２の一組の層（Ｉ）を前記第１のコーティング層または第１の一組の層（Ｐ
）の上に付けるステップと、
　ｃ）前記磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える前記コーティング層（Ｉ）を濡れ
ている間に磁場にさらして、前記磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を前記磁場内で配向
させるステップと、
　ｄ）前記磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える前記コーティング層（Ｉ）を硬化
させて、前記磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）をそれぞれの配向に不可逆的に固定する
ステップと
を含む、工程。
【請求項１９】
　前記第１のコーティング層（Ｐ）を付けることが、前記第１のコーティング層（Ｐ）を
耐接触性にするために前記第１のコーティング層（Ｐ）を乾燥または硬化させることを含
む請求項１８に記載の工程。
【請求項２０】
　前記乾燥または硬化が、紫外線硬化、電子ビーム硬化、酸化重合乾燥、物理的乾燥、お
よびこれらの組み合わせからなる工程群から選ばれる請求項１９に記載の工程。
【請求項２１】
　前記第１のコーティング層または前記第１の一組の層の少なくとも最上層（Ｐ）が、イ
ンクジェット印刷、オフセット印刷、フレキソ印刷、グラビア印刷、スクリーン印刷、活
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版印刷、デカール印刷、パッドスタンピング、およびローラーコーティングからなる群か
ら選ばれた印刷工程によって付けられる請求項１８～２０のうちのいずれか１項に記載の
工程。
【請求項２２】
　通し番号または個人化情報が、可変情報印刷方法によって前記第１のコーティング層ま
たは前記第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）に印される請求項１８～２１のうちのい
ずれか１項に記載の工程。
【請求項２３】
　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の前記磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）が、磁性顔料薄片によって具現される請求項１８～２２のうちのいずれか１項
に記載の工程。
【請求項２４】
　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の前記磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）が、光学的に変化する磁性顔料によって具現される請求項１８～２３のうちの
いずれか１項に記載の工程。
【請求項２５】
　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の前記磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）が、吸収体層／誘電体層／反射磁性層の配列、または吸収体層／誘電体層／反
射体層に磁性層を加えた配列のいずれかを備える薄膜干渉顔料によって具現される請求項
２４に記載の工程。
【請求項２６】
　前記第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）が、コレステリック液晶ポリマ
ー（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｉｃ　ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｐｏｌｙｍｅｒ、ＣＬＣ
Ｐ）材料を備えるコーティングの上に付けられる請求項１８～２５のうちのいずれか１項
に記載の工程。
【請求項２７】
　前記少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える前記第２のコーテ
ィング層または第２の一組の層（Ｉ）が、濡れている間に、識別印の彫り込まれた永久磁
石板の磁場にさらされる請求項１８～２６のうちのいずれか１項に記載の工程。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、保護対象書類の印刷の分野にある。本発明は、特に、磁性顔料粒子または磁
化可能顔料粒子を備えるインクを印刷し磁気的に配向することによって繊維質または他の
多孔質の基材で得られるインク系のセキュリティ要素の改良や、上記セキュリティ要素の
生産および使用、ならびに上記セキュリティ要素を担持する保護対象書類に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷され硬化させられたインク層に配向磁性粒子を含有するセキュリティ要素および装
飾コーティング、ならびにそれらを生産する方法および使用する方法は、米国特許第３，
６７６，２７３号明細書、米国特許第３，７９１，８６４号明細書、欧州特許第４０６，
６６７（Ｂ１）号明細書、欧州特許第５５６，４４９（Ｂ１）号明細書、欧州特許出願公
開第７１０，５０８（Ａ１）号明細書、国際公開第０２／９０００２（Ａ２）号、国際公
開第２００５／００２８６６（Ａ１）号、国際公開第２００６／０６１３０１（Ａ１）号
、国際公開第２００６／１１７２７１（Ａ１）号、国際公開第２００７／１３１８３３（
Ａ１）号で知られており、また、欧州特許出願公開第１８８０８６６（Ａ１）号明細書、
国際公開第２００８／０４６７０２（Ａ１）号の出願でも知られている。この関連で特に
有用なのは、米国特許第４，８３８，６４８号明細書、欧州特許第６８６，６７５（Ｂ１
）号明細書、国際公開第０２／７３２５０（Ａ２）号、国際公開第０３／００８０１（Ａ
２）号、および国際公開第２００４／０２４８３６号に開示されたような光学的に変化す
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る磁性顔料、ならびに欧州特許出願公開第１８１０７５６（Ａ２）号明細書、国際公開第
２００５／００２８６６（Ａ１）号、国際公開第２００６／０６９２１８号、同時係属出
願である国際公開第２００８／０４６７０２（Ａ１）号、および本明細書に関連する文書
に開示された、印刷されたインク中で上記顔料を配向する方法である。
【０００３】
　国際公開第２００５／００２８６６（Ａ１）号によれば、レタリング、デザイン、また
は画像等のような所定の識別印が、磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える印刷され
たばかりの濡れたインクまたはコーティング組成物の層を担持する印刷書類、すなわちシ
ートまたは織物の上に磁気的に転写されるが、これは、上記のシートまたは織物を、表面
に彫刻の形で上記所定の識別印を担持する永久磁石材料の板にさらし、これにより磁性粒
子または磁化粒子（Ｆ）を配向し、続いて配向された磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）
を動かなくするためにインクまたはコーティング組成物を硬化させる（固める）ことによ
って行われる。特許出願である国際公開第２００８／０４６７０２（Ａ１）号は、国際公
開第２００５／００２８６６（Ａ１）号に開示された磁気配向デバイスのさらなる改良に
関するものである。
【０００４】
　国際公開第２００７／１３１８３３（Ａ１）号に開示されたように、見た目に訴える結
果を得るためには特定のインク配合が必要である。特に、光学的に変化する磁性顔料薄片
のような磁性小板を含有するインクの場合、外部から与えられた配向を磁性顔料粒子が自
由に取り入れるのに十分な空間をインク層に与えるためには、磁性顔料の体積に対する（
乾燥した、無溶媒の）インク展色剤の体積の比を３．０より高く、最も好ましくは５．０
より高くすべきである。
【０００５】
　ところが、磁気配向画像の質は、上記の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備えるイ
ンクまたはコーティング組成物の層が付けられる基材にも大きく依存する、ということが
観察された。プラスチック箔または金属箔、ポリマー基材、より一般的には非常に平滑な
非多孔質表面では優れた磁気画像が得られるのに対して、でこぼこした不均一な繊維質基
材や、多孔質基材で得られる磁気配向画像は、かなり質が悪い。銀行券用紙は、これら両
極端の基材の中間に位置する。
【０００６】
　多孔質または繊維質の基材で最もよく観察される欠点は、磁気画像の光学的コントラス
トの全体的な低下か、または、反射率の変化を特徴とする、点状の、小さな、目に見える
不整の存在かのいずれかである。この不整は、色濃度の、またはある局所領域から他の局
所領域までの透光性の不整であり、その存在により、不快なまだらの外観が生じてしまう
。
【０００７】
　国際公開第２００６／０６１３０１（Ａ１）号は、視角に依存する外見を有するセキュ
リティ要素を開示しており、このセキュリティ要素は、識別印を担持する背景上に付けら
れたインク層中で小板形状の顔料粒子を磁気的に配向し、続いてインク層を配向状態で固
める（乾燥させる、硬化させる）ことによって生産することができる。セキュリティ要素
の均一性および視角に依存する光学的外見は両方とも、上記のインク層が付けられる基材
の質に強く依存する、ということが観察された。平滑な非吸収性の基材では、角度に依存
する外見変化が強く、視角に応じて反射率および透光性に大きな変化が観察される場合が
ある。繊維質基材では、小板形状の顔料粒子が、最初に与えられた磁気配向をインクの乾
燥時に見掛け上失ってしまうので、角度に依存する外見変化が乏しい。
【発明の概要】
【０００８】
　発明者らは現在までに、磁気的に配向可能な顔料を備えるコーティング（Ｉ）を付ける
前に第１のコーティング層（プライマー層）（Ｐ）を繊維質基材（Ｓ）に付けることによ
って、繊維質または多孔質の基材での磁気配向画像の質の悪さが相当改善され得る、とい



(6) JP 5742030 B2 2015.7.1

10

20

30

40

50

うことを見いだした。
【０００９】
　以下、本発明の詳細について、説明、図面、および請求の範囲で開示する。
　開示されるのは、基材（Ｓ）において、その性質および表面特性にかかわらず高品質な
磁気配向画像を得る工程であり、この工程は、
　ａ）第１のコーティング層（Ｐ）を基材（Ｓ）の表面の少なくとも一部に付けるステッ
プと、
　ｂ）少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える第２のコーティン
グ層または第２の一組のコーティング層（Ｉ）を第１のコーティング層（Ｐ）の少なくと
も一部の上に付けるステップと、
　ｃ）磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備えるコーティング層（Ｉ）を濡れている間
に磁場にさらして、磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を磁場内で配向させるステップと
、
　ｄ）磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備えるコーティング層（Ｉ）を硬化させて、
磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）をそれぞれの配向に不可逆的に固定するステップと
の逐次ステップを特徴とする。
【００１０】
　この工程では、第１のコーティング層（Ｐ）を付けることが、第１のコーティング層（
Ｐ）を耐接触性にするために第１のコーティング層（Ｐ）を乾燥または硬化させることを
含むと有利である。
【００１１】
　本発明の関連において、第１の（プライマー）コーティング層は、層の厚さを増したり
、プライマーコーティングの不透明性を活用したりするために、第１の一組の（プライマ
ー）コーティング層（Ｐ）であってもよい。その場合、工程のステップ（ａ）が繰り返さ
れる。
【００１２】
　プライマーコーティングされた基材には、１層より多い第２のコーティング層（Ｉ）を
さらに付けることができるが、これは例えば、より高度な光学的効果を得るためである。
その場合、第２の一組のコーティング層を得るために、工程のステップ（ｂ）と、随意に
ステップ（ｃ）と、ステップ（ｄ）とが繰り返される。
【００１３】
　さらに開示されるのは、上記工程によって得ることのできる、第１のコーティング層ま
たは第１の一組の層（Ｐ）でコーティングされた基材（Ｓ）を有する保護対象書類または
物品（Ｄ）であって、保護対象書類または物品（Ｄ）が、第１のコーティング層または第
１の一組の層（Ｐ）の少なくとも一部の上に、少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可
能粒子（Ｆ）を備える第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）と、磁性粒子ま
たは磁化可能粒子（Ｆ）の均一または局所選択的な配向によって第２のコーティング層ま
たは第２の一組の層（Ｉ）に具現された模様、画像、または識別印とを有することを特徴
とする保護対象書類または物品（Ｄ）である。
【００１４】
　本発明は、基材（Ｓ）が、織られた繊維質基材、織られていない繊維質基材、非繊維質
の多孔質基材、またはざらざらもしくはでこぼこの表面構造を有する非多孔質基材である
と特に有利である。また、基材は、紙サイズ剤、防汚処理剤、オフセット印刷された背景
等のような、前もって付けられたコーティングをさらに担持してもよい。
【００１５】
　保護対象書類または物品（Ｄ）は、銀行券、有価書類、本人確認書類、（クレジットカ
ード、アクセスカード、身分証明書等の）カード、物品税印紙、ラベル、包装、または商
品であってよい。
【００１６】
　プライマー層は、インクジェット印刷、オフセット印刷、フレキソ印刷、グラビア印刷
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、スクリーン印刷、活版印刷、デカール印刷、パッドスタンピング、およびローラーコー
ティングのような、多様なコーティング工程によって付けられてよく、また、選ばれた技
術に応じて０．３マイクロメートルという低い値から５０マイクロメートル以上までの厚
さを有してよい。さらに、プライマーは、プライマー層をあらかじめ乾燥させずに次の層
を付けるウェット・オン・ウェット法で付けられてもよいし、あるいは、次の層が付けら
れる前にプライマー層が乾燥させられてもよい。
【００１７】
　磁気的に配向可能なコーティング層を付ける前にプライマーコーティング（Ｐ）を乾燥
または硬化させると有利であることが見いだされた。より具体的には、プライマーコーテ
ィング（Ｐ）は、磁気的に配向可能なコーティング層（Ｉ）を付ける時には耐接触性であ
るべきである。好ましい硬化手順は、紫外線硬化、電子ビーム硬化、または酸化重合硬化
のいずれかによる、化学的架橋によるものである。溶媒蒸発、基材への溶媒吸収、または
水性乳剤からのポリマー液滴の合体によるフィルム形成による、単純な物理的乾燥は、効
率が悪くなる。なぜならば、そのように乾燥させられた層は、次に付けられるコーティン
グ層（Ｉ）の影響で再溶解する可能性があるからである。耐接触性とは、本開示の関連で
は、コーティング層に押しつけられた人間の指にコーティング層がくっつかないというこ
とを意味する。
【００１８】
　従って、第１の（つまりプライマー）コーティング層は、紫外線硬化型コーティング組
成物であると好ましい。紫外線コーティングを付けると、紫外光での照射による瞬時の乾
燥の技術的可能性という利点がある。第１のコーティング（Ｐ）の瞬時の乾燥により、１
回の走行中に同じ印刷機で第２のコーティング（Ｉ）を付けられるようになる。代わりに
適用可能な高速硬化工程は電子ビーム硬化であり、これは電子ビーム硬化型および他のほ
とんどの放射線硬化型のコーティング組成物で適用可能である。
【００１９】
　第１のコーティング層が、前段階で、例えば基材製造時に付けられる場合は、コーティ
ング組成物の紫外線硬化または放射線硬化の特性は必ずしも必要でない。このような場合
は、瞬間的な乾燥が必須ではないためである。従って、プライマーコーティングが別の工
程で行われるのであれば、酸化重合乾燥プライマーも同様に有用である。物理的乾燥、例
えば溶媒蒸発または乳剤からのポリマー液滴の合体による物理的乾燥は、単独の乾燥手順
としてはあまり好ましくないが、いわゆる複合硬化型システムで上記の乾燥工程の１つと
組み合わせれば非常に有利に用いられ得る。
【００２０】
　発明者らは、プライマー層は主として、インク展色剤の一部を均一または不均一（局所
的）に吸い取る（吸収する）紙の能力を低減する、と考えている。インク展色剤の一部が
吸収されてしまうと、注目すべきことには、印刷されたインク膜中の顔料に対するインク
展色剤の比率が事実上低下する。このような比率低下は、国際公開第２００７／１３１８
３３（Ａ１）号に開示されたように、磁気画像の光学的外観を劣化させることが知られて
いる。
【００２１】
　プライマー層の有利な乾燥または硬化は、繊維質または多孔質の基材の細孔をふさぐの
を助けて、次に付けられる第２のコーティング（Ｉ）のインク展色剤を基材が吸収するの
を防ぎ、それにより、続く磁気配向ステップの際に第２のコーティング中で十分な量の液
体を確実に利用できるようにして、磁気的に配向可能な顔料粒子がインク展色剤中で自由
に回転して、与えられた外部磁場に沿って並ぶことができるようにする、と考えられてい
る。
【００２２】
　プライマー層のさらなる利点は、光学的に変化する磁性インクまたは磁気的に配向可能
な顔料粒子を含有するインクの印刷を、基材表面の化学的および物理的な性質とは事実上
無関係にすることである。これにより、プライマーコーティングを、基材と、磁気的に配
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向可能な顔料粒子を含有するインクとの両方に適合するように配合できる。このような適
合性は、その特殊な顔料含有物のためにずっと厳しい配合要件を必要とする、磁気的に配
向可能な顔料を備えるインク配合よりも、プライマーコーティング配合の方がずっと容易
に実現できる。
【００２３】
　好ましい実施の形態において、第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくと
も最上層（Ｐ）は、基材（Ｓ）と磁気的に配向された第２のコーティング層または第２の
一組の層（Ｉ）との接着を促進するさらなる特性を有する。
【００２４】
　第１のコーティング（プライマー）層（Ｐ）は、無色透明のコーティングまたはコレス
テリック液晶ポリマー（cholesteric liquid crystal polymer、ＣＬＣＰ）コーティング
であってよい。ただし、好ましい実施の形態では、第１のコーティング層または第１の一
組の層の少なくとも１層が、可溶性染料および不溶性顔料を含む群から選択された１つ以
上の明白な要素を備える。特に、顔料は、白色または有色の不透明顔料、金属顔料、真珠
光沢顔料、光学的に変化する顔料、およびコレステリック液晶ポリマー（ＣＬＣＰ）顔料
から選ばれてよい。
【００２５】
　第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）は、紫外発光化合
物、可視発光化合物、赤外発光化合物、上方変換化合物、赤外吸収化合物、磁性化合物、
および犯罪捜査用タガントからなる群から選ばれた１つ以上の隠れた要素を備えてよい。
【００２６】
　明白な要素とは、本説明の関連では、コーティング組成物に混ぜられ得るか、さもなけ
ればコーティング組成物の一部である材料であって、色、色シフト、または真珠光沢のよ
うな、少なくとも１つの目に見える特徴的性質を呈する材料である。明白な要素は、視覚
認証することができる。
【００２７】
　隠れた要素とは、本説明の関連では、コーティング組成物に混ぜられ得るか、さもなけ
ればコーティング組成物の一部である材料であって、発光、磁性、または赤外線吸収のよ
うな、少なくとも１つの目に見えない特徴的性質を呈する材料である。隠れた要素を認証
するには特別な機器が必要である。
【００２８】
　特定の実施の形態において、第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくとも
１層は、コレステリック液晶ポリマー（ＣＬＣＰ）材料を備えて、視角に依存する色を呈
し、所定の波長範囲内の円偏光成分を反射する。
【００２９】
　第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）は、可変情報印刷
方法によって、好ましくはレーザーマーキングによって印された、通し番号または個人化
情報のような情報をさらに担持してよい。
【００３０】
　第２のコーティング層または一組の第２の層（Ｉ）の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ
）は、好ましくは磁性薄片顔料によって、より好ましくは光学反射磁性顔料薄片によって
具現される。
【００３１】
　第２のコーティング層または一組の第２の層（Ｉ）の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ
）は、光学的に変化する磁性顔料によって、好ましくは｛吸収体層／誘電体層／反射磁性
層｝の配列、または｛吸収体層／誘電体層／反射体層に磁性層を加えた｝配列のいずれか
を備える薄膜干渉顔料によっても有利に具現され得る。後者の配列では、磁性機能は反射
体機能から分離されてさらなる層として具現され、反射体層に隣接して配置されてもよい
し、１層以上のさらなる層によって反射体層から離されてもよい。
【００３２】
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　第２のコーティング層または第２の一組の層の少なくとも１層（Ｉ）は、紫外発光化合
物、可視発光化合物、赤外発光化合物、上方変換化合物、赤外吸収化合物、磁性化合物、
および犯罪捜査用タガントからなる群から選ばれた１つ以上の隠れた要素をさらに備えて
よい。
【００３３】
　本方法の特に好ましい実施の形態において、少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可
能粒子（Ｆ）を備える第２のコーティング層（Ｉ）は、濡れている間に、国際公開第２０
０５／００２８６６（Ａ１）号または同時係属出願である国際公開第２００８／０４６７
０２（Ａ１）号に開示されたような、識別印の彫り込まれた永久磁石板の磁場にさらされ
、さらされる間またはさらされた後に固められる。これにより、得られる磁気配向の模様
、画像、または識別印の線幅（ｒ）を、３ミリメートル未満、好ましくは２ミリメートル
未満、最も好ましくは１ミリメートル未満にすることができる。
【００３４】
　第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）は、第２のコーテ
ィング層または第２の一組の層（Ｉ）よりも広がった中実表面としてさらに印刷され得る
。
【００３５】
　また、第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくとも１層（Ｐ）は、識別印
、線、ラスター、格子、ロゴ、幾何学模様の形で、第２のコーティング層または第２の一
組の層（Ｉ）との重なり領域における磁気画像に選択的に影響するように印刷されてもよ
い。
[発明の詳細な説明]
【００３６】
　本発明は、磁気配向画像を基材（Ｓ）に付ける工程を含み、この工程は、第１の（プラ
イマー）コーティング（Ｐ）を基材（Ｓ）に付けるステップと、続いて随意に、付けられ
たプライマーコーティング（Ｐ）を固めるステップと、その後、磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）を備える第２のコーティング（Ｉ）をプライマーコーティング（Ｐ）の少なく
とも一部の上に付けるステップと、続いて第２のコーティング（Ｉ）を濡れている間に磁
場にさらして、コーティング層（Ｉ）中で粒子（Ｆ）を磁気的に配向し、これにより模様
、画像、または識別印を第２のコーティング層（Ｉ）に具現するステップと、続いて配向
されたコーティング層（Ｉ）を固めて、粒子（Ｆ）を配向位置に固定するステップとの逐
次工程ステップを有する。
【００３７】
　模様、画像、または識別印は、コーティングに含まれる異方性の粒子、すなわち針また
は薄片の配向によって均一または局所選択的に作られ得るものであれば何であってもよい
。均一な配向では、国際公開第２００６／０６１３０１（Ａ１）号に開示されたように、
所定の表面領域のすべての粒子が同じ共通の方向を向くのに対して、局所選択的な配向で
は、粒子が、模様、画像、ロゴ、またはさらに他の種類の識別印を表すように、局所的に
変化する方向を向く。
【００３８】
　本発明は、第１のコーティング層または第１の一組の層（Ｐ）でコーティングされた基
材（Ｓ）を有する、上記工程によって得られる保護対象書類または物品（Ｄ）をさらに含
み、この保護対象書類または物品（Ｄ）は、第１のコーティング層または第１の一組の層
（Ｐ）の少なくとも一部の上に、少なくとも１種類の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）
を備える第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）と、磁性粒子または磁化可能
粒子（Ｆ）の均一または局所選択的な配向によって第２のコーティング層または第２の一
組の層（Ｉ）に具現された模様、画像、または識別印とを有することを特徴とする。
【００３９】
　保護対象書類または物品（Ｄ）の基材は、紙またはボール紙のような繊維質基材である
と好ましく、より一般的には、任意の織られた、または織られていない繊維質基材であっ
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てよい。例えば多孔質表面を有するプラスチック基材などの、非繊維質の多孔質基材であ
ってもよいし、さらにはざらざらまたはでこぼこの表面構造を有する非多孔質基材であっ
てもよい。また、基材は、不透明、透明、または半透明であってよい。さらには無色であ
っても有色であってもよい。基材は、コーティングされていなくても、サイズ剤や防汚処
理剤等でプレコートされていてもよく、さらには空白であっても、オフセット印刷された
背景のような印刷を担持していてもよい。
【００４０】
　本発明による工程は、銀行券、有価書類、本人確認書類、カード、物品税印紙、ラベル
、包装等のような保護対象書類または物品（Ｄ）の生産や、偽造および転売に対する商品
のマーキング（製品セキュリティ用途）に用いられると有利である。
【００４１】
　第１の、つまりプライマーのコーティング層、これは第１の一組の層（Ｐ）であっても
よいが、この層は、０．３マイクロメートルないし５０マイクロメートルの範囲の厚さを
有する。本発明の関連で考えられる重要な層は、例えば紙処理剤や背景印刷などを含む多
層コーティングを書類が担持する場合は、一組の層（Ｐ）の最上層である。
【００４２】
　第１のコーティング層（Ｐ）は、当技術分野で知られる任意の印刷工程で付けられてよ
く、特にインクジェット印刷、オフセット印刷、フレキソ印刷、グラビア印刷、スクリー
ン印刷、活版印刷、デカール印刷、パッドスタンピング、およびローラーコーティングか
らなる群から選ばれた工程によって付けられてよいが、フレキソ印刷、グラビア印刷、ま
たはスクリーン印刷の各工程のうちの１つによって付けられると最も好ましい。また、好
ましくは、第１のコーティング層（Ｐ）が、第２のコーティング層（Ｉ）よりも広がった
中実表面として印刷されるか、または、線、ラスター、格子、ロゴ、幾何学模様として、
第２のコーティング層（Ｉ）との重なり領域における磁気画像に選択的に影響するように
印刷される。
【００４３】
　コーティング層（Ｐ）は、紫外線型または電子ビーム型のコーティング組成物のような
放射線硬化コーティング、例えば紫外線乾燥型スクリーン印刷インク、または紫外線乾燥
型のインクジェット、オフセット、フレキソ、グラビア各インク、もしくはローラーコー
ティングインクであると最も好ましい。放射線硬化は、注目すべきことには、高速な（瞬
時の）乾燥をもたらし、それにより印刷機で高い生産速度が可能になる。コーティング層
が製造の前段階で付けられ、従って瞬間的な乾燥が必須でない場合は、構成溶媒の蒸発ま
たは浸透によって乾燥する、または酸化重合もしくは化学的架橋のような他の任意の乾燥
工程によって乾燥する溶媒系または水性のコーティングとすることもできる。
【００４４】
　あらかじめプライマーコーティングを乾燥させずに第２のコーティングをプライマーコ
ーティング上に付けるウェット・オン・ウェット法は可能であるが、磁気的に配向可能な
コーティング（Ｉ）を付ける前にプライマー（Ｐ）を乾燥または硬化させることが好まし
い。そのような乾燥または硬化は、本発明から最高の効果を得るのに役立つ。プライマー
コーティング層は、少なくとも耐接触性となるくらいまで、すなわち、もはや裏移りせず
、第２の層が付けられる際に印刷機器に触れても傷んだり印刷機器を汚したりしなくなる
くらいまで、硬化させられるべきである。そのような乾燥は、プライマーコーティングの
化学的性質に応じて、紫外線放射、電子ビーム放射、加熱、または他の、コーティングの
固化をもたらす乾燥または硬化の手順により実現されてよい。
【００４５】
　水性乳剤コーティング組成物、溶媒系の熱可塑性または熱硬化性のコーティング組成物
、空気乾燥型コーティング組成物、水性／紫外線硬化型および溶媒系／紫外線硬化型の成
分を含む複合型組成物のような、他の化学的性質に基づくプライマーコーティング（Ｐ）
も同様に用いられてよい。
【００４６】
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　このように、プライマーコーティングは、紫外線硬化型コーティング、溶媒系コーティ
ング、乳剤コーティングを含むがこの限りでない水性コーティング、酸化乾燥型コーティ
ング、水性／紫外線乾燥型の複合型コーティング、および溶媒系／紫外線乾燥型の複合型
コーティングからなる群から選ばれる。
【００４７】
　特定の実施の形態において、第１のコーティング層または第１の一組の層の少なくとも
１層は、コレステリック液晶ポリマー（ＣＬＣＰ）材料を備えて、視角に依存する色を呈
し、所定の波長範囲内の円偏光成分を反射する。例えば米国特許第５，７９８，１４７号
明細書（Beckら）および米国特許第６，８９９，８２４号明細書（Meyerら）に開示され
たそのような材料は、前駆体液晶コーティングの形で付けることができ、前駆体液晶コー
ティングは、所定の外部条件（温度）下におかれると、特徴的に色づいたコレステリック
構造を現わす。そして、そのコレステリック構造が、前駆体材料の光重合によって「凍結
」させられる。
【００４８】
　別の実施の形態において、最上プライマー層（Ｐ）は無色透明のコーティングである。
別の好ましい実施の形態では、プライマーコーティングは、可溶性染料および／または不
溶性顔料を備える。プライマー上に重ね刷りされる光学的に変化する磁性インクおよび磁
気画像の光学的効果を強化するために、有色の染料または顔料が選ばれてよい。好ましく
は、顔料が、白色または有色の不透明顔料、金属顔料、真珠光沢顔料、光学的に変化する
顔料、およびそれらの組み合わせから選ばれる。
【００４９】
　色シフト顔料、真珠光沢顔料、または金属顔料のような光学効果顔料は、磁気画像の全
体的な外観を豊かにしつつ、書類にさらなるセキュリティを付与することができる。
【００５０】
　特に好ましい実施の形態において、プライマー（Ｐ）は、１つ以上の透明または有色の
コレステリック液晶ポリマー（ＣＬＣＰ）顔料を備えて、視角に依存する色を呈し、所定
の波長範囲内の所定の向きの円偏光を反射する。
【００５１】
　コレステリック液晶ポリマーは、らせん状に配列された分子積層の形の分子秩序を有す
る。この秩序に起因して材料の屈折率の周期的な空間変調が生じ、その結果、光の所定の
波長および偏光方向の、選択的な透過／反射が起こる。ＣＬＣＰにおけるらせん状の分子
配列の特定の状態により、分子のらせん状積層の回転の向きに応じて、反射光が左回りま
たは右回りに円偏光する。付加的な隠れた特徴としての円偏光の存在は、さらなるセキュ
リティ要素である。
【００５２】
　好ましいＣＬＣＰ顔料は、欧州特許出願公開第１８７６２１６（Ａ１）号明細書、欧州
特許第１２１３３３８（Ｂ１）号明細書、欧州特許第０６８５７４９（Ｂ１）号明細書、
独国特許出願公開第１９９２２１５８（Ａ１）号明細書、欧州特許出願公開第０６０１４
８３（Ａ１）号明細書、独国特許出願公開第４４１８４９０（Ａ１）号明細書、欧州特許
第０８８７３９８（Ｂ１）号明細書、および国際公開第２００６／０６３９２６号、なら
びに米国特許第５，２１１，８７７号明細書、米国特許第５，３６２，３１５号明細書、
および米国特許第６，４２３，２４６号明細書に記載された種類の薄片である。顔料粒子
は、１マイクロメートルないし１０マイクロメートルほどの厚さと、１０マイクロメート
ルないし１００マイクロメートルほどの薄片径とを有し、対応する液晶ポリマー前駆体膜
を粉砕することによって得られる。
【００５３】
　プライマーコーティング（Ｐ）は、紫外発光化合物、可視発光化合物、赤外発光化合物
、上方変換化合物、赤外吸収化合物、磁性顔料、および犯罪捜査用タガントからなる群か
ら選ばれた隠れたセキュリティ要素をさらに備えてよい。
【００５４】



(12) JP 5742030 B2 2015.7.1

10

20

30

40

50

　発光性の染料または顔料は、赤外吸収化合物と同様に、さらなる隠れた機械可読セキュ
リティマーキングを書類に付与して、確立された技術による保護対象書類の機械認証可能
性を提供することができる。プライマー層の磁性顔料は、第２の層の、配向された光学的
に変化する磁性顔料との協同効果をさらに提供することができる。欧州特許第０９２７７
５０（Ｂ１）号明細書に開示されたような犯罪捜査用セキュリティマーカーは、マーキン
グに用いたインクおよびそれを用いて印刷された書類の追跡可能性を提供することができ
る。
【００５５】
　第１のコーティング層（Ｐ）は、通し番号または個人化情報のような情報をさらに担持
してよく、情報は、レーザーマーキングのような可変情報印刷方法によって付けられてよ
い。
【００５６】
　プライマー（Ｐ）は、基材（Ｓ）と磁気的に配向されたコーティング層（Ｉ）との接着
を促進するさらなる特性または機能を有してよい。注目すべきことには、このような特性
または機能は、銀行券の印刷にしばしば用いられるような、例えば防汚コーティングを有
する表面加工紙の場合に必要となる場合がある。防汚コート紙は、標準的なインク配合で
は印刷しにくい。一方、より高度な接着特性をさらに呈するように、光学的に変化する磁
性インクのような機能的なインク配合を変えるのは、困難な作業である。接着を促進する
機能を有するプライマーコーティング組成物を設けることは、より実現が容易であり、従
って接着問題がある場合には好ましい選択である。
【００５７】
　第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ
）は、好ましくは、鉄の薄片のような磁性顔料薄片によって、最も好ましくは、米国特許
第６，８１８，２９９号明細書（Phillipsら）に開示されたような光学反射磁性顔料薄片
か、米国特許第４，８３８，６４８号明細書、欧州特許第６８６，６７５（Ｂ１）号明細
書、国際公開第０２／７３２５０（Ａ２）号、および国際公開第０３／００８０１（Ａ２
）号に開示されたような光学的に変化する磁性顔料かのいずれかによって具現される。
【００５８】
　光学反射磁性顔料薄片の例示的な実施の形態は、反射体層／磁性層／反射体薄層の配列
を備える薄膜顔料であり、これは例えば、反射体層がアルミニウムによって具現され、磁
性層がニッケルによって具現されたＭｇＦ2／Ａｌ／Ｎｉ／Ａｌ／ＭｇＦ2で実現される。
【００５９】
　第２のコーティング層または第２の一組の層（Ｉ）の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ
）は、最も好ましくは、光学的に変化する磁性顔料によって具現される。
【００６０】
　光学的に変化する磁性顔料の例示的な実施の形態は、吸収体層／誘電体層／反射磁性層
の配列、または吸収体層／誘電体層／反射体層に磁性層を加えた配列のいずれかを備える
薄膜干渉顔料である。そのような顔料は、ファブリ・ペロー共振器構造に基づいており、
反射光の波長が誘電体層の光学的厚さにより決まる。別々の磁性層と光学反射体層とを有
する顔料が用いられると有利であるが、これは、欧州特許第１２６６３８０（Ｂ１）号明
細書に開示されたように、磁性層と光学反射体層とによって磁気特性と光学反射特性とを
自由に組み合わせることができるからである。
【００６１】
　濡れた状態の印刷されたインクまたはコーティング組成物（Ｉ）中の顔料粒子（Ｆ）の
配向は、外部の印加磁場によって与えられる。印加磁場に沿って顔料粒子（Ｆ）が自由に
並ぶことができるように、インク媒体中における磁性顔料粒子（例えば薄片、Ｆ）の回転
自由を許容するだけの、基材上のインク膜層（Ｉ）の最小厚さが必要である。従って、第
２のコーティングは、１０マイクロメートルないし３０マイクロメートルの典型的な膜厚
で付けられる。
【００６２】
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　本発明の工程は、国際公開第２００５／００２８６６（Ａ１）号および同時係属出願で
ある国際公開第２００８／０４６７０２（Ａ１）号に開示されたような、細い線模様また
は高解像度の識別印の磁気配向転写の場合に特に有利である。磁気的に転写された画像が
細い線の細部を含む場合は画像の優れた品質が必要であり、銀行券用紙のような繊維質基
材に細い線の細部を正しく転写するためには、本発明の開示によるプライマーコーティン
グが必須で、磁気的に配向されたセキュリティ要素の光学的外観を大幅に向上させる、と
いうことが分かった。
【００６３】
　本発明の関連において、細い線の細部は、３ミリメートル未満の線幅（ｒ）を有するも
のと理解されたい。国際公開第２００５／００２８６６（Ａ１）号および国際公開第２０
０８／０４６７０２（Ａ１）号に開示された装置を用いれば、２ミリメートル未満、さら
には１ミリメートル未満の線幅でさえ、磁気配向模様として容易に転写することができる
。図２は、第２のコーティング（Ｉ）への磁気的な転写によって得られる模様の線幅（ｒ
）と、それが磁気配向板（Ｍ）の磁場線の性質に結びついている様子とを説明する図であ
る。
【００６４】
　特定の実施の形態において、プライマー（Ｐ）でコーティングされた表面は、光学的に
変化する磁性インクまたは磁気的に配向された顔料粒子を含有するインクで印刷された第
２のコーティング層（Ｉ）の領域よりも広がっていてよい。すなわち、磁気的に配向され
たインクの表面全体がプライマー表面内に含まれてよい。また、別の実施の形態では、プ
ライマー領域が第２のコーティング層（Ｉ）より狭く印刷されてもよい。
【００６５】
　別の特定の実施の形態において、第１のコーティング層（Ｐ）は、線、ラスター、格子
、ロゴ、幾何学模様として、第２のコーティング層（Ｉ）との重なり領域における磁気画
像に選択的に影響するように印刷される。さらに、特に好ましいのは、細線の磁気画像を
備える書類または物品（Ｄ）、すなわち識別印が３ミリメートル未満、好ましくは２ミリ
メートル未満、最も好ましくは１ミリメートル未満の線幅（ｒ）を有する書類または物品
（Ｄ）であり、そのような識別印は、国際公開第２００５／００２８６６（Ａ１）号およ
び国際公開第２００８／０４６７０２（Ａ１）号に開示された配向装置を用いて製造する
ことができる。
　次に、図面と例示的な実施の形態に関して、本発明をさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】図１は、本発明のセキュリティ要素を模式的に説明する図であり、Ｓは繊維質ま
たは多孔質の基材、Ｐは第１のコーティング（プライマーコーティング）、Ｉは少なくと
も１種類の磁性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）を備える第２のコーティングであって、磁
性粒子または磁化可能粒子（Ｆ）の選択的な配向により識別印が具現される。
【図２】図２は、コーティング（Ｉ）中の粒子の磁気配向によって得られる模様の線幅（
ｒ）が、粒子を配向させるのに用いられる磁場に依存する様子を説明する図である。細線
の模様には、磁場の急な反転が必要である。
【図３ａ】図３ａは、付けられたプライマー層（Ｐ）の、「困難な」基材（吸収性のオフ
セット用紙）上での磁気配向画像の形成に対する効果を説明する図である。光学的に変化
する磁性インク（Ｉ）が基材（Ｓ）上に直接印刷されたものであり、続いて顔料の磁気配
向と、インクの固化を施してある。画像が見えない。
【図３ｂ】図３ｂは、付けられたプライマー層（Ｐ）の、「困難な」基材（吸収性のオフ
セット用紙）上での磁気配向画像の形成に対する効果を説明する図である。光学的に変化
する磁性インク（Ｉ）が本発明のプライマー層（Ｐ）上に印刷されたものであり、その他
については（ａ）と同じ条件である。磁気配向画像が明瞭かつ整然と現れている。
【図３ｃ】図３ｃは、付けられたプライマー層（Ｐ）の、「困難な」基材（吸収性のオフ
セット用紙）上での磁気配向画像の形成に対する効果を説明する図である。光学的に変化
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する磁性インク（Ｉ）が、半分はプライマー層（Ｐ）上に、半分は基材（Ｓ）上に印刷さ
れたものであり、その他については（ａ）と同じ条件である。プライマーコーティング部
分（左）では磁気配向画像が明瞭かつ整然と現れているが、非コーティング部分（右）で
はまったく現れていない。
【実施例】
【００６７】
［インク配合］
　第１の（プライマー）コーティング（Ｐ）用のインクは、当業者に知られているように
製造される。第１の例は、フレキソ法によって付ける紫外線硬化型プライマー配合であり
、以下の通りである。
【表１】

【００６８】
　代替となる第２のものは、シルクスクリーン印刷で付ける、発光マーカーを備える紫外
線乾燥型プライマーであり、以下のように配合される。
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【表２】

【００６９】
　第３の例の要点は２層プライマーである。まず、酸化乾燥工程マゼンタ枚葉給紙オフセ
ットインクで基材が印刷される。この第１の層が乾燥したら、ＬＣＰ薄片顔料を備える紫
外線硬化型スクリーン印刷用プライマーがオフセット層に付けられる。シルクスクリーン
プライマーの配合は以下の通りである。
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【表３】

【００７０】
　磁性の光学的に変化する顔料を備える第２のコーティング組成物（Ｉ）は、国際公開第
２００７／１３１８３３（Ａ１）号に開示されたように配合される。紫外線乾燥型シルク
スクリーンインク配合の例は以下の通りである。
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【表４】

【００７１】
［印刷と磁気配向］
　第１の標準的なオフセット用紙は、相応に用いられた。第２の標準的なオフセット用紙
は、中実表面として、本明細書において上述された２４マイクロメートルの第１のプライ
マー組成物がシルクスクリーン印刷され、印刷された組成物は紫外線硬化させられた。
【００７２】
　両方の用紙には、本明細書において上述された第２のコーティング組成物（Ｉ）の中実
斑点が３０マイクロメートルの厚さでシルクスクリーン印刷された。印刷された基材は、
国際公開第２００８／０４６７０２（Ａ１）号および国際公開第２００５／００２８６６
（Ａ１）号に開示されたような、識別印を担持する磁性板上に一時的に置かれ、配向され
たコーティングは紫外線硬化させられた。
【００７３】
　図３は、その他については同じ条件で得られた結果を示す図である。プライマーコーテ
ィングされなかった用紙では、磁気配向画像が見えないが（図３ａ）、プライマーコーテ
ィングされた用紙では、磁気配向画像が明瞭かつ整然としている（図３ｂ）。画像形成ス
テップの際に、識別印を担持する磁性板を第２の基材のコーティング領域および非コーテ
ィング領域と重ねると、プライマー（Ｐ）コーティングが存在する場所だけ画像が明瞭か
つ整然と形成される（図３ｃ）。
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